




The paper is a necessity for daily necessities and also widely used in the field of the art. In 
the field of design especially, the paper is used for various designs such as posters and package 
designs. The paper is essential to the design.
In Japan, the term "design" began to be used and many types of paper were produced in the 
1950s. These are due to the efforts of the designers.
In this paper, focusing on the paper used for posters and package designs. Especially focus 
on the design of the Tokyo Olympic Games in 1964. I will consider Japanese graphic design and 
the history of paper.
はじめに 
















Feel the Design and Taste the Paper : 
























なるが、オフセット印刷で A4 サイズのチラシ 5000 枚を作る場合、上質紙 110kg と高級印刷紙





































































































　辿るⅠ』2009 年と『株式会社竹尾　創立 100 周年記念　紙とデザイン　竹尾ファインペーパー
　の 50 年』2000 年を参考にした
※ 会社名はすべて製造当時のものを使用
※ 年代はすべて発売年度
　この竹尾との開発が評価され、1961 年に「製紙におけるシリーズデザイン」で第 7 回毎日産業
デザイン賞を受賞することとなる。受賞対象銘柄はアングルカラー 27 色、ST カバー 29 色、パン
ドラ 11 色、マーメイドリップル（現マーメイド）10 色、フロッケン 9 色、クルルホンセ 8 色、ノー























　1960 年 6 月、デザイナーから提出された 40 点 18 の作品について審査の結果、亀倉の案を提出し、







のシンボルマークのデザインはそのままポスターとなり、1961 年 2 月発行の公式 A ポスターを第








（図表５）、第 4 号は聖火リレー（図表６）とポスターは全部で第 4 号まで製作された。「当時、グ









は、入場券のデザインである。組織委員会デザイン懇談会から 1962 年 5 月に原に制作を委託され
たもので、報告書には、












凸版印刷（株）の２社に発注し、1963 年 10 月から準備を始め、1385 券種、210 万枚におよぶ














紙と共に開発したと推測される。その上、この 1960 年から 61 年にかけてという時期から考えら
れることとして、デザイナーの原が開発に携わっていたのではないだろうか。実際、書体の統一の
ため第 1 号ポスターに少なからず関わっていたことを考えると、竹尾とともに紙の開発・選定を
したとしてもおかしくない。そして、第１号ポスターが 1961 年 2 月から配布されたにも関わらず、
マサゴオペークが販売されるようになったのが 1963 年であることから、まずはオリンピックのポ
スターのためだけに開発され、その後、実用化されたと考えるのが自然である。そして、入場券と












　2018 年 5 月 15 日から 6 月 6 日から、本学芸術資料館にて「平成 30 年度収蔵品展　感じるデ
ザイン・あじわう紙」を開催した。株式会社竹尾名古屋支店にご協力いただき、200 銘柄以上あ
る白い紙の中からエンボス加工が施されたものや、パルプ以外の素材で生産されたものなど、四六





銘柄 規格 メーカー 販売年
ライトスタッフ GA(N)-FS 四六判 Y 目 210kg 三菱製紙 2008
A ライトスタッフ GA-FS 四六判 Y 目 110kg 三菱製紙 2010
モデラトーン GA 四六判 Y 目 110kg 特種東海製紙・ダイオーペーパープロダクツ 1994
ミルト GA スピリット 四六判 Y 目 110kg 特種東海製紙・ダイオーペーパープロダクツ 2005
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ミセス B-F 四六判 Y 目 110kg 特種東海製紙 2011
ミセス B スムース -F 四六判 Y 目 110kg 特種東海製紙 2012
マットカラー HG 四六判 T 目 146kg 北越コーポレーション 2002
ホワイトピーチケント 四六判 T 目 110kg ダイオーペーパープロダクツ 1978
ペルーラ・ラスター 四六判 Y 目 110kg 特種東海製紙 2006
ペルーラ 四六判 Y 目 110kg 特種東海製紙 2004
風光 四六判 Y 目 110kg 特種東海製紙 2014
波光 四六判 Y 目 100kg 特種東海製紙 1967
パールコート 四六判 T 目 135kg 三菱製紙
トゥーフェイス ミニッツ 四六判 Y 目 110kg ダイオーペーパープロダクツ 2005
テイク GA-FS 四六判 Y 目 110kg 中越パルプ工業 2008
T-EOS　ユニテック GA 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 1997
T-EOS　ミニッツ GA 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2000
T-EOS　ハンマートーン GA 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 1999
T-EOS　タッセル GA 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2002
T-EOS　ジャガード GA 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2000
T-EOS　ジェラード GA 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 1996
T-EOS　サガン GA
（スノーホワイト） 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2016
T-EOS　サガン GA
（プラチナホワイト） 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2016
T-EOS　クロコ GA 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2000
T-EOS　ギンガム GA 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2004
T-EOS　NT ほそおり GA 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2002
T-EOS　NT ストライプ GA 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2002
ルミネッセンス 四六判 Y 目 110kg 特種東海製紙 2004
竹はだ GA 四六判 Y 目 110kg ダイオーペーパープロダクツ 2014
セルモア GA 四六判 Y 目 110kg 特種東海製紙 2002
スノーブル -FS L 判 T 目 158.5kg 北越コーポレーション 2015
金菱 四六判 T 目 110kg 三菱製紙
エアラス（厚物） 四六判 Y 目 230kg 特種東海製紙 2015
エアラス（ホワイト） 四六判 Y 目 100kg 特種東海製紙 2015
エアラス（スーパーホワイト） 四六判 Y 目 100kg 特種東海製紙 2015
ヴァンヌーボ VM 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2002
ヴァンヌーボ VG 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 2002
ヴァンヌーボ V 四六判 Y 目 130kg ダイオーペーパープロダクツ 1994
ヴァンヌーボ F-FS 四六判 Y 目 110kg ダイオーペーパープロダクツ 2007
ヴァンヌーボ スムース -FS 四六判 Y 目 110kg ダイオーペーパープロダクツ 2009
インバーコート G-FS L 判 T 目 16kg イグスンド・ペーパーボード社 2008
N インバーコート G-FS L 判 T 目 21kg イグスンド・ペーパーボード社 2016
アラベール（スノーホワイト） 四六判 Y 目 110kg ダイオーペーパープロダクツ 1989
アラベール（ウルトラホワイト） 四六判 Y 目 110kg ダイオーペーパープロダクツ 1989
OK ミューズガリバーマット CoC 四六判 Y 目 110kg 王子エフテックス 2013



















OK ミューズガリバーアール CoC 四六判 Y 目 110kg 王子エフテックス 2014
OK ミューズガリバーグロス CoC 四六判 Y 目 110kg 王子エフテックス 2013
NT ラシャ 四六判 Y 目 100kg ダイオーペーパープロダクツ 1949
NT ラシャ 四六判 Y 目 100kg ダイオーペーパープロダクツ 1949
MTA+ -FS（厚物） 四六判 Y 目 200kg 三菱製紙 2010
MTA+ -FS（薄物） 四六判 Y 目 135kg 三菱製紙 2010




(https://www.jpa.gr.jp/states/paper/index.html) （最終閲覧日：2018 年 11 月 9 日）
2 JIS『紙・板紙及びパルプ用語』12 頁（PDF ファイル）
（http://www.jisc.go.jp/pdfa7/PDFView/ShowPDF/fgAAAP7JOu4QCgs8KAG5）（最終閲覧日：2018 年 11 月 9 日）
3 印刷通販グラフィックにて検索（https://www.graphic.jp/）（最終閲覧日：2018 年 11 月 9 日）
4 日本経営史研究所編『製紙業の 100 年 : 紙の文化と産業』王子製紙、1973 年、79 頁
5 王子製紙によるとパピール・ファブリック、蓬萊社製紙部、神戸製紙所、三田製紙所、官営の紙幣寮抄紙局だという（日本経
営史研究所編、前掲書） 





8 特種製紙五十年史編纂委員会編『特種製紙五十年史』特種製紙、1976 年、107 頁
9 図按科が後にデザイン科に改組されるのは 1975 年。ちなみに、本学は 1966 年開学当初からデザイン専攻を設置している。
10 人事院「国家公務員の初任給の変遷（行政職俸給表 ( 一 )）」（PDF ファイル） （http://www.jinji.go.jp/kyuuyo/kou/starting_sal-
ary.pdf）（最終閲覧日：2018 年 11 月 9 日）
11 「デザイン・ブームをどう思う」（産業工芸試験所編『工芸ニュース』22 巻 9 号、丸善、1954 年、8-14 頁）
12 「座談会：デザインの社会科」（産業工芸試験所編、前掲書 22 巻 10 号、1954 年、2 頁）
13 原弘『原弘　グラフィック・デザインの源流』凸版印刷、1985 年、303 頁
14 田中一光「ファンシーペーパーの登場」（『株式会社竹尾 創立 100 周年記念 紙とデザイン 竹尾ファインペーパーの 50 年』竹尾、
2000 年、14 頁）
15 株式会社竹尾社史編纂プロジェクト編『竹尾ファインペーパーの歩み－見本帳から辿るⅡ』竹尾、2012 年、38 頁
16 勝見勝「原弘の装本をめぐって」（『グラフィックデザイン』39 号、1970 年、28 頁）
17 電通『TOKYO OLYMPICS オフィシャル・スーベニア』電通、1964 年、141 頁
18 約 20 点とする文献もある（電通、前掲書、141 頁には「メンバー 6 人が 3 案ずつを作り」とある）
19 野地秩嘉『TOKYO オリンピック物語』小学館、2011 年、30 頁
20 『疾駆 /chic』5 号、YKG publishing、2015 年、143 頁
21 オリンピック東京大会組織委員会 編『第 18 回オリンピック競技大会公式報告書 上』オリンピック東京大会組織委員会、
1966 年、436 頁
22 特種製紙五十年史編纂委員会編、前掲書、226 頁










28 洋紙全判 1,000 枚の重量を示す単位（板紙は全判 100 枚）。同じ銘柄の同じ原紙寸法では、連量の数値が大きいほど厚い紙に、
小さいほど薄い紙を示すことになるため、紙の厚さを表現する単位として使用される。










工業技術院産業工芸試験所編『工芸ニュース』22 巻 9 号、丸善、1954 年
工業技術院産業工芸試験所編『工芸ニュース』22 巻 1 号、丸善、1954 年
工業技術院産業工芸試験所編『工芸ニュース』22 巻 10 号、丸善、1954 年
清水諭編『オリンピック・スタディーズ―複数の経験・複数の政治』せりか書房、2004 年













粟津潔《第 4 回国際版画ビエンナーレ東京 1964》展、東京国立近代美術館、1964 年（図表 2）
亀倉雄策《東京オリンピック 第 1 号ポスター》1961 年（図表 3）
亀倉雄策、早崎治、村越襄《東京オリンピック 第 2 号ポスター》1962 年（図表 4）
亀倉雄策、早崎治、村越襄《東京オリンピック 第 3 号ポスター》1963 年（図表 5）
亀倉雄策、早崎治《東京オリンピック 第 4 号ポスター》1964 年（図表 6）












亀倉雄策《東京オリンピック 第 1 号ポスター》1961 年（図表 3）




亀倉雄策、早崎治《東京オリンピック 第 4 号ポスター》
1964 年（図表 6）
「平成 30 年度　収蔵品展　感じるデザイン・あじわう紙」展覧会風景（図表 7-1、7-2）
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